
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（繰入金）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　■ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

○長野大会の終了に伴い平成24年度で終了

目標に対

する成果

の状況

「わざまる」ミニ教室を目標どおり実施するとともに、長野技能五輪・アビリンピック２０１２の見学校数は目標を上回ることができた。

 概算事業費（B（A）+C） 9,389 11,919

8,258 8,258

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

概　算

人件費

1.00 1.00

1,131 3,661

Aの

財源

0

1,458 4,031

0 0

予

算

額

前年度繰越

当初予算

補正予算 1,458

1,458 4,031

4,031

合計（A)

9教室

合計

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

長野技能五輪・アビリンピック２

０１２参加推進事業

委託

・推進員による「わざまる」ミニ教室

・児童・生徒へのノベルティ配付等によるPR

4,031 3,661 0

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 ■県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 県が共催で開催するため。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

課・室 人材育成課　技能五輪・アビリンピック室

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail nagano-skills@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

実施期間 H23 ～ H24

○推進員によるわざまるミニ教室　１５教室

○大会見学校数（高校）　５校

平成２４年１０月に開催する「技能五輪・アビリンピック長野大会」について県民に対し積極的なＰＲを行い、大会への理解を深めていただくと

ともに、若年層（主に工業系高校生）の積極的な参加を促す。

○長野技能五輪・アビリンピック２０１２は、多くの県民に青年技能者の優れた技能や障害者の技能・職業能力を認識していただく絶好の機

会であり、特に若年層（高校生）の大会への見学・参加は、次世代の若者にものづくりの重要性とその可能性を認識してもらうための手段と

して必要である。

成果目標の達成状況

項目

「わざまる」ミニ教室の開催

大会見学校数（高校）

事業番号 06 06 02 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 長野技能五輪・アビリンピック２０１２参加推進事業長野技能五輪・アビリンピック２０１２参加推進事業長野技能五輪・アビリンピック２０１２参加推進事業長野技能五輪・アビリンピック２０１２参加推進事業
担

当

課

部局 商工労働部

4,031 3,661 0

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

15教室 15教室 達成

達成- ５校 ７校


